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＜概要＞
１．プロセス制御において，安定性を保つことは非常に重要な

問題である．しかしながら，操作開始時に適切にコントロー
ラ設計をしたつもりでも，外部の様々な影響により，制御対
象の特性が変動し，不安定になってしまう可能性がある．

２．そこで，制御対象の入出力データの観測により制御対象の
特性を常に把握することで，そのときの特性に合うコント
ローラを設計するセルフチューニングコントロール(STC)が
適用される．

３．STCにおける制御系設計部を担う代表的な設計手法のひ
とつに一般化最小分散制御(GMVC)があるが，離散時間領

域の設計法であるため，さまざまな問題が生じてしまってい
た．

４．一つ目に離散化における不安定零点発生の問題．二つ目
に，サンプリング周期の選定が難しいという点．そして三つ
目に，むだ時間変動に対してアルゴリズムが複雑になると
いう点が挙げられる．

５．上記問題点を克服するために，連続時間領域において
GMVCを設計し，制御系設計法の有効性を確認した．
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